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は  じ  め  に

シイタケ原木 として利用する目的で、広葉樹林をみると、原木として不適当な他樹種の混生率が高

かったり、萌芽整理などの本数整理がなされていないなどの理由から、良質な原木が意外に少ないよ

うに見 うけられた。

すなわち、極 く小面積の 51調 査林分のうち、原木用樹極とされるコナラ、クヌギ、シデ、 ミズナ

ラ、クリで占められている林は、 30林 分 と、その 59%に 過ぎなか った。

これは、コナラなど原木用樹種の純林を、極力、探 した場合であって、事業的な規模の面積で原木

用広葉間林を求めるとなれば、原木用樹種で 、ほゞ、占められている林は、もっと、少ないものとみ

られる。

そこで、筆者 らは樹種構成と萌芽状況、生育実態からみて、ヨナラ、クヌギ、ミズナラ、クリなど

を壕占させるのが得策な林について実態をしらべ、その生育実態と、シイタケ原木生産について検討

したので報告する。

2 試  験  方  法

2.I 広 葉樹林実態調査

場所 :附表 -1に 示すとおり、 18町 村 51林 分をしらべた。

調査期間 :昭和 49年 4月～ 51年 3月

対象間種 :シイタケ原木用に供 しうるコナラ、 ミズナラ、クヌギ、シデ、クリを対象 とした。

調査地の選び方と規模 :上 記原木樹種のうち、1樹種以上を、ほゞ、 50%以 上含む広葉樹林を

選定し、面積は、 10″ X10初 ～ 2o初 X20″ とした。

調査項目 i地況は、方位 、傾斜、位置、海抜高、土壊型、植生をしらべ、生長状況は、樹高、胸高
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直径、立木度、林令、原木本数 、原木本数率 〔原本用樹種の立木本致/全 立木本数 X10o%う 、単

木材積 、施 当たう材積をしらべた。また、調査対象林木のうちで、平均胸高直径に近い中央木 4～ 5

本のなかから、標準木 1本 を選んで伐倒 し、樹幹解析した。

2.2萌 芽整理林,植 栽林調査

場所 :附表 -1の 番号 48、 50に 示す林分についてしらべた。

調査期間 :昭和 51年 4月 ～昭和 52年 3月

対象樹種 :コ ナラ

調査地の選び方 と規模 :武儀町下之保の萌芽整理林は、10″ Xlo″ 区域 を、植栽林は、25″

× 10″ 区域をしらべた。また、明方村巧WIIの萌芽整理林は、萌芽整理後、消失 した株が多かったゝ

め、単木または、群状を呈してお り、20″ × lo″ 区域の 30本 をしらべ 名

調査項目 :地況、生育状況調査は、広棄樹林実態調査の方法 とはゞ、同じ内容で実施 したが、萌芽

林は、子株根元径を、植栽林は、根元径を測定 した。

なお、樹幹解析は実行 しなかったが、萌芽整理後の傷日の癒合度合、親株 と子株の生長関係につい

てしらべた。

5 試 験結果と考察

5.ユ 原 木用広葉樹林の生育実態

5.ユ.I 調 査林分の立地

附表 -1、 2(1う に示すように、海抜高 120～ 960″ 、土慶型は、BB～ BE型 、および、BどDd
～ BLDE″ 型まで広 く分布 している。方位は、北向き斜面のものは、極 く少な く、南西向きから南

東向 き斜面に成立する林分が 51林 分のうち34林 分の 67夕 を占めた。

また、萌芽整理のみによう成林 した林は、2林分 、純実生林は 1林分であ う、殆んどが、実生 と萌

芽の混生林であった。

林況についてみると、附表―

以上 )が圧倒的に多 く、次いで

協 当た り成立本数は 、106

5,ユ.2生 長量の実態

5。■2.上 総 平均生長

樹高の総平均生長についてみると、図 -1

に示すように、初期 15年 間では 、丹生川村、

養老町、国府町 、八幡町が、明方村、上矢作   樹

町、福岡町などより大であるが、約 15年 な   _

いし25年 にかけて急減 していた。T方 、明   向

方村のは 、ほゞ、04″ 余の生長を持続 して

いた。                    吻

胸高直径の総平均生長についてみると、図
-2に 示 すように、大部分の林分で、最大値

は、 15～ 20年 の間にあると認められた。

すなわち、平均年輪巾が、0.5筋以上の広

さがある原木を得ることを基準にすると、ほ

ゞ、この条件を満すのは、樹令 25年 時で、8

林分中、6林 分 となり、一応の伐期の目安に

なろう。

1

2

4

5

2(1)に 示すように、コナラを主とする林分 【ヨナラ本数率 80%

、クリ、 ミ ズナラ、シデが混交していた。

7本 ～ 8500本 の範囲にあった。

明方村   s福 岡町
八播町   7朝 日村
養老町   8丹 コ|1村

上trF町  9国 府町

5    10   15    20    あ

樹   令  得

図-1 樹 高の総平均生長
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幹材積の総平均生長についてみると、図
一

3に示すように、養老町、八幡町、朝 日村が、

初期 20年 間で、は 良ゞ好である傾向が認め

られた。他方、初期 10年 の明方村、福岡町、

上矢作町での生長は劣っていた。

5.ユ.2,2 連 年■馬

樹高の連年生長についてみると、図
-4に

示すとお りである。

すなわち、福岡町、明方村を除 き、初期10

～ 15年 までは激減する傾向を認めたが、福

問町、明方村では、 20～ 30年 で最大の生

9

樹  令  “,

図 - 5  胸 高直径の連年生長

図 -3 幹 材積の総平均生長

5    10    15   20   25   30    35   40

樹   令  イ |'

図 -4 樹 高の連年生長

長量を示していた。

胸高直径の連年社長についてみると、図
―

5に示すとおりである。

すなわち、 15年 ～ 25年 の間に最大値の

ある林分が、大部分を占めていた。この連年

生長量は、 5年毎の年輪巾を示し、この年輪

巾は、シイタケ菌糸の滑化率を左右する重要

7
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因子の一つと言われているので、更にくわし

く検討すると、八幡町、朝日村のコナラ原木

は、10年～ 15年の間の年輪巾が平均 して、そ

れぞれ、8.8筋■ 5年 ■ 2=0,9筋 、64筋■

5年 キ 2=06勧 と広 く、明方村のコナラ原

木は、 15年 ～ 20年 の間の年輪巾が 、平均

して、5.0筋キ 5年■ 2=o.5勧 であった。

このように、産地によって、年輪巾の大小

と、最大値のあらわれる樹令がことなるけれ

ども、最大値のあらわれる樹令、すなわち、
年輪巾が最大となる周令が、伐期とほゞ一致

させることが、精化率の高い原木をうる重要
な条件のひとうになるのではなかろうか。

だとすれば、八幡町 、朝日村、明方村の原

木は、それぞれ、伐期を 15年 、 15年 、20

年とするのが、径級を度外視 した場合の年輪

巾のみか らみた一つの基準になる ものと考え

る。

ただし、伐期令の決定は、年輪巾の他 に、

心材材積率、樹皮厚 さも含めて、後でさらに

検討する。

材積の連年生長は、図 -6に 示すとおり、

八鵬町は 15年 以後 、上矢作町は 25年 以後
において、減少 しており、明方村では、 25

年以降において、ほゞ、横バイの生長量を示

していた。

その他の産地については、いづれも、生長

量は増加の傾向を認めた。

5 . 1 . 2 5  総 生 長

樹高生長の総生長をみると、図 -7に 示す

とおうである。

すなわち、明方村上矢作町の場合、図 -1

で も考察 したように、ほゞ、一定の生長を維

持 しているのにたいし、殆んどの産地のコナ

功 S、初期 5年から20年 までの生長旺盛さ

も衰ろえ、 25年 にいたると、明方村のコナ

ラと生長量の差は少な くなっていた。

胸高直径の総生長をみると、図 -8に 示す

とお うである。

すなわち、明方村、丹生川村のコナラは、

8林分中で平均してお り、初期か ら、ほゞ、
一定の生長量を維持 してい る。なお、平均胞

高直径 9勧 に利用するとすれば 、伐期 20年

10 15樹 20令25“
ぃ
30 35

図 -6 材 積 c連 年生長

材

れ1

1ヵⅢ

胸
i l

ri

子I

朗

19   15 _  o   25   30   5百
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図-8  胸 高直径の総生長
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では、 8林 分中 6林 分、伐劇 25年 とすれば、

8林 分すべてがシイタケ原木 として示U昭でき

ることを点線 で示した。

幹材積の総生長は、図 -9に 示した。

すなわち、明方村のコナラは、8林 分中、

ほゞ、中間の生長を しており、 15年 以後は、

一定の生長を続けている。

ところで 、養老町、八幡町、朝 日村では、

20年 までの生長は、上矢作町、福岡町、丹

生川村、国府町より優れていることが知 られ

る。

5.ユ .5萌 芽林の生育特性

5.1.5.ユ  萌 芽林と実生林の生長

実生林の樹高と根元直径の関係を、図-10

に示 したが、極めて、相関関係が高い。一方、

萌芽林についても、同様の関係を、図 -11

に示 した。その結果、萌芽林において も、子

株根元直径 と子株樹高の間に相関関係を認め

るが、かな りのバラッキカSある。

このことは、 図 -12に 示す よう1こ、親1朱

の根元直径 と子株闘高の間には、正の比例関

係が認められるが、親株根元直径 と子株根元

直径の間には、殆ん ど、比例関係 を溜 めない

ことからも推察することができる。

5.ユ.5.2林 分萌芽率と林令

萌芽林 10林 分 にaヽ て 、林令が高 くなる

と、林分萌芽率が どう変化するかをしらべ名

その結果は因-13に 示すとおりである。

すなわち、林令 25年 以前では、林令が高

くなるは ど、林分萌芽率が高くなっているこ

とを示すが、林令 25年 をす ぎると、萌芽率

の増加は、僅かとなる。

小を判逐し管を官電琵

!:あ

牲省骨T重 需
1据
後

根萌芽率と胸高直径の関係で、伐根萌芽率の

大 きいのは、胸高直径の大 きいものであると

図 -11 萌 芽整理林の子株の構高と根元直径

樹   令  “ 1,

図 -9  幹 材積の総生長

根元 に径 切
一り助5ホレl すヽ||―

図 -10突 生林の樹高 と根元直径

の報告 とも、 1致 するとみられる。

もちろん、林令 と胞高直径との関には、比

例関係を認める。

なお、林分明芽率は、伐採株か らの萌芽成

立本数 /全 成立本数× 100(%)で 示した。
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5.ユ.5.5 萌 芽株の癒合

萌芽林が、よう健全に生長 して

い くためには、親株の切口面が、

できるだけ完全に癒合することが

望 ましい。

しかしながら、現実林分におい

ては、図 -14に 示 す 1～ 口型の

ものが大部分であり、F型 のよう

に、完全癒合の株は、極めて少ない。

したがって、健全な萌芽林の造成のために

癒合捉進の検討が必要である。

5.2 シ イタケ原木生産について

5.2.ェ 立 木当たりの原木本数

樹高、胸高直径が半J明すれば、原木がどれ

だけ収陵できるかを示 したのが、図 -15、

図 -16で ある。

すなわち、末日径 6筋以上、 15筋 未満の

長さ 1″ の ものを原木 とした場合 、胡高 6″

では、原木は 0～ 2本 、平均 1本 とれること

を示す。胸高直径についても同様に読みとれ

|ゴよい。

3 0

原 4 0

木 5 0

収  60

塁 7 0

率

(%80
9 0

平均胸高直径 岡

図 -17 原 木収量率と

平均胸高直径
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図-12 親 株様元直径と子株の周高,根 元
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5.2.2林 分当たりの原木収
量率

単位林分で、大小 さまざまの ど

の立木か らも、1本以上の原木を

採取するには 、図
-17に 示すよ

うに、平均胸高直径が、 15切 に

達 しなけオ引ゴならない。

平均胞高直径 15筋 以下では、

原木収量率は、林分によって、か

なり、バラツキのあることが認め

られる。なお、原本収量率 とは原

木 1本以上とれる立木本数/総 立

木本数 × 100`%)で 示す。

5.2.う 成立本数別原木収量

の推定

ある胸高直径に対応 した成立本

数がわかれば、原木収童を読みと

れるようにしたのが、図
-18で

ある。

ht 181

(物 1

勉 当たう成立本軟

ll1011  ` か

llX10～あ00,

2的い 3500。

48600～4MXl.

4∞(  x

D

6    8    10   12   14   1

平均 陶 高直径 L■l

図-18 原 木収量 と平均胸高直径

すなわち、平均胞高直径 8筋 、

成立本数 2000本 とすれば、原木収量は、物当たり約
8800本 はど収穫できるし、同じ平均胞高

直径で、成立本数 3000本 とすれば、12,300本
ほどの原木を収穫できると推定できる。

さらに、図 -18に 、物当たり成立本数線を各林分の成立本敷から推定
し、記入 した。

そこで、因 -18に 点線で示 した本数管理線についてみると、平均
胞高直径 6.4御で成立本数3,100

本に本数整理 して、その後、平均胞高直径が、8.8, 106, 11,8筋
で、それぞれ、2,400本 、

1,900本 、 1,700本 の成立本数 として伐期の平均胸高直径 15初
になった時、伐採すればれa当た

り21,000本 の原木収量になることが読みとれる。

たゞ、この場合、自然問引による枯損を見込んでいな
いので、これを当初の 15%程 度 とすれば、

せいぜい、1～ 2回 も除伐すれば十分であろう。

D   をi軍払据雷苫注|:ぉ居5二!場を'各竹往骨蜃径峨暑吾
×該当林分の成立本数=原木収量(本数)

5.2.4 最多密度曲線と本数管理

図 -19に 、県下のコナラを主とする林分の立木本数と単木幹材積
から、最多密度曲線を求め

をそ『蜜安唇智寮f古,骨理L孔5∫黒格七十
°gkなる式で、コナラ林の場合のk, 3の定数を求める
■、コナラが陽間である特性を示 し、ほゞ、 3/2乗 則

を満足してい る。

そこで、この曲線 と、各林分の樹 高、胸高直径から、等樹高
線を 1～ 2求 めてみると、図

-19に

示すとおりである。

仕立本数を、3,100本 とすれば、図
-19に 示す点線のような本数減少の経過をたどう、樹高16

″ て■胸高直径 15筋 ゝを伐期 とすれば、単本当たり幹材積
は、017〃 はどと推定できる。

一方、図-18に 点線で不したように、3100本
の本数管理では、平均胞高直径 15勧 時の成立

本数 1,700本 であったので、これを乗ずると、0.17″
× 1700本 =289〃 となる。このよう

な計算か ら、原木収量と材積収宝の収益上の比較資料
に供 しうるであろう。
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材

材
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図 -19 コ ナラを主とした林分の立木密度と平均幹材積

24 2628 3032

樹  令   て 年)

図 -20 樹 令 と心材材積率
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心材材積率と樹令の

関係をみると、図-20

のとおりである。すな

わち、樹令 15年 で、

心材材積率は、平均 1

夕であるが、樹令 40

年になると、心材材積

率は、平均 22%と 、

心材割合が大きくなる

ことが明 らかである。

したがって、心材材

積率の低い方がシイタ

ケ原木 として望ましい

とされていることから

おゝよそ、心材材積率

を 20%以 下にすべき

とすると、伐期は林令

25年 以下とすべきで

あろう。

なお、図 -21に 、

若令、壮令のコナラに

ついて、心材化の様子

を樹幹解析図によって

地
1 1 3

上 9 8

局

Ｌ

７

(″)53

D   聖逼た:歯窓こξ云掻f、据泉官
高く

シイタケ原木として望ましい条件

とされている点を考慮すると、か

りに、胡皮厚 さ 0.5勧以 下にすべ

きとすると、適JL伐期は 2 5年 以

下となろう。

5,2.7 伐 期令の決定につ

いて

優良 シイタケ原木は、心材材積

率が少ないこと、1』皮厚 さが薄い

こと、年輪巾の広いことが必要で

ある。一方、シイタケ原本用 とし

て伐採後、次代林の再造成上から、

５
働径直

示 した。闘令が高まるにしたがい、心材化が、

また、図 -22に は、伐倒時に、本田面から

材面積率 と心材材積率の関係を示した。

心材材積率は、心材材積/幹 材積 ×100(

3,2.6樹 皮厚さと樹令

心材材積率 と樹令

横方向、縦方向に進行する状況が理解 される。

、大まかる跡 率を推定 しうるように、胸高断面心

%)で /JNした。

樹皮厚さは、lIPくなる傾向が認められる。

図 -21

なる程、

″|♪

材20
材

横

卒

夕 1

胸高断面心材前i積率 物

図 -22  心 材材積率 と胸占断面心材面積率
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l  l X l

090

樹 080

皮
070

060
厚 050

さ 0 4 0

働
030

0.20

0 1 0

皮の地上高

1. 3″:   .

23″ : ィ

33″ : 。

8 10 12 14 16

図 -2 3   樹 皮厚 さ

B 20 22 24

樹  令

と樹令

3032 34 36舞
得

林分萌芽率が大であることも考えておかねばならぬ。

このような観点からt特 に、胸高直径の連年生長から算出した年輪巾、心材材積率 と樹令、樹皮厚

さと樹令で検討 したように、適正伐期は 、20～ 25年 にするのが妥当である。

このように、幹材積の総平均生長より推測 されるように 、材積収桂最多の伐期令 より低い利用的伐

期令を求めた。

4 . まと め

(1】立木当たりの原木本数は、樹高、または、胸高直径がわかれば、推定することができる。

r21 林分当たりの原本収量率は、林分の平均胸高値径がわかれば、はゞ、推定することができる。

0 成 立本数 と平均胸高直径がわかれば、ぁ当た りの原木収量を推定することができる。
14)コ ナラを主とする広案樹林の最多密度曲線を求めたので、平均樹高、 10～ 15″ の間では、

平均樹高、施当たり立木本数がわかれば、臣木幹材積を推定することができる。な お、調査林分
を多くして、等樹高線図の整備をする必要がある。

0優 良滑木をうることを第 1目的にする場合は、年輪巾が、か うに、 0.5効以上と広 く、心材材

積率 20%以 下、樹皮厚 さ05筋 以 下を、シイタケ原木用として利用するのが良ぃとすれば、伐
期は 20年 、少 くとも25年 までとすべ きであろう。

(6)単 位林分当た り原木収量から伐期 をみると、原木収量率 100%と なる平均胸高直径 15御 を

伐期 とすると、8調 査林分中、6林分は、 25年 ～ 30年 の範囲が伐期 となるであろう。

原木収量率 75%と なる平均胞高直径 9筋 の林分を伐期 とすると、8林 分すべてが、25年 伐

期 とすること力まできる。

(7)現 存のコナラ林をシイタケ原木用に伐採し、次代 も、萌芽更新によって、原木林を造成する場

合には、伐期を 25年 はどにするのが適当と考える。

(8)結 局、優良滑木がえられ、原木収量率 75%以 上奴 穫 しうるには、次代の林分萌芽率を考慮 し

ても伐期を 25年 とするのが妥当で、一般 には、20～ 25年 伐期とみてよかろう。いずれにし

て も、伐期は、低くするほど格化 しやすい原木を得やすいので、萌芽力が大 で、初期生長、こと

に肥大生長の旺盛になるよう、萌芽整理 、本数整理などの保育方法を検討し、品質 、収量 とも最

大 となるようにしなければならない。

(9)シ ィタヶ菌糸の精化浮 と樹皮厚さ、年輪巾、心材材積率の関係 については、末だ、数値的な把
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D

握がなされていないので、本報告では、樹皮厚 さの厚
い薄い、年輪巾の広い狭い、心材材積率の

大小について、か りに基準を もうけて推論 してきた。

したが って、これらの点について、早急な試験結果の得 られ
ることが望まれる。
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附表 - 1 シイタケ原本林の地況

統 場 所 調査地面積 傾  斜 方 位 海 抜 高 上 壊 型

1 養老郡養老町竜泉寺 20″ ×20初 E 120″ BD

郡上部白鳥町六 ノ里 20 × 20 S 640 BDd
〃  〃  野 添 A 8 )<20 W 680 BDd

4 〃  〃   〃 B 10 × 10 S30° W 680 BBw

5 〃 八 幡町小那比 20 X20 38 S 600 おDd

6 ″ 高 鷲村蛭が野高原 10 × 15 S 90o I〕フDd

7 〃  〃   〃  r国 道沿 ｀ 10 × 15 870 BソDE物

8 〃  〃  蛭 が野高原 A 15 》 (15 5 S45° Vヽ 880 BD w

BDw
9 B 15 × lo S45° Vヽ 880

C 10)〈 10 5 W 800 BDw
11 〃  〃  西 洞中将 10× 20 S70° E 760 BB

12 〃  〃  西 洞A 10 )く 20 5 E 780 BD

〃   〃   〃   B 10)〈 10 S10° E 780 BD

″   〃   ″  c 10 × 10 S 800 BD

15 ″ 明 方村二間手 20× 20 S E 450 BE

″ 美 並村粥川 A 10 〉く10 N80° E 135 BE

″
ｒ ″   〃   〃   B 1 5 X 1 0 25 N80° E 150 BDd

18 〃   〃   〃  c X 38 N70° E 150 BDd
〃    大 原板山 9 × 2 0 W 120 BDd

〃  〃  上 苅安 、羽佐古洞 10)く  20 S 130 BDd

21 大野都丹生川村犬菅 20×  2o 25 S 700 BDd
″     大 沼 20× 20 25 S10ψ  E 700 BD

23 〃 朝 日村 クル ミ島 10〉く 10 S 900 B7D ECr

24 ″ 清 見村牧が洞初屋 10)く 10 S45VE 720 BC
″  〃   夏 協北平 10×  10 S20° E 960 BC

〃  〃   石 飛南平 20×  5 5 N 1 0° E 940 BD

27 ″  〃   夏 屁北平A 10)く  lo S45° W 900 BE

28 〃 〃 〃 〃 B X S20° E 900 BE

古城郡国府町宮地 10× lo E 650 BB

〃 翻 |1町杉崎大和国 10)く 10 S20~E 600 BD

〃  〃   〃  姻 切 × ぐ
０ 650 BDd

″  ″   〃  白 岩巣 10〉 〈 10 S 550 BD

″ 宮 川村森安菅田 10×  10 S 750 BDd

34 〃   〃  ″
  カ ノ巣 10〉 (10 W 700 BB

″ 神 岡町麻生野大谷 5×  20 N60° W 740 BD

〃  〃  流 葉高畑 10〉く 10 7 S40° E 800 BフDd

〃  〃 ″ とい どt 10)く 10 S60° E 800 i3Dd
〃  〃  〃  馬 背戸 10×  10 S20° E 800 BDd
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番号 住 所 調査地面積 傾  斜 方  位 海抜 高 土壊 高

3 9

4 0

吉城部神岡町流葉馬背戸 1♂×lr S20° E 800 BD

〃 河 合村稲越脇谷 × W 700 BE

〃  〃  〃  坂 の曽 1 0× 1 0 S40 W 760 BDd

〃  〃  ″  深 谷 A × 2p 720 BE

B X 25
Ｑ
Ｕ 720 BE

〃  〃 〃 〃 C × ウ５ S20 E 740 BE

45 恵郷郡串原村 20× 20 210 BDd

4 6

4 7

〃 福 岡町新田 20 )く  20 E 600 BDd

〃 上 失作町服部平 × swv7 620 BDd

4 8

4 9

部上郡明方村小川田汲洞 200 E 800 BD

X 38 S 700 BD

武儀町 下之保戸 丁 25 ×  10 SE 300 BD

〃   〃  大 P目 10 X 10 S30 E 300

附表 -2  シ イタケ原木林の林況 (1)

6本

Ｌ

，

番

　

号

林

　

令

樹

　

一向

胸 直

高 径

調 面

査

地 積

原 木 用 樹 種 立
木
本
数

原

木

用

そ

の

他

総

本

数
コナラ ク  リ クヌギ

，ス

ラ

くヽ
ナ

1 鉛 75″ 筋 4007722 1564x 本 本 本 本 156本 2昧

105 400

6 160 1 107

4 9 25 1 1

18 8 400 85 85

7 8 150 2 48

7

8

8 150 72

15 225 1 1 4 25

118 150 1 1

126 150 8 7 18

15 200 113

118 200 3 1 44

142 15 100 2 18 41

100 ] 1 4

38 400 6 7 64

8 7 2

150 7 7

18 89 1 1 35

180 1

200

400 80

-39-



審

　

号

＋仲
一　
　
　
△
「

樹

　

一局

胸 直

高 径

面

　

積

調

査

地

原 木 用 樹 種 一番原
木

用

そ

の
他

総

本

数]ナ ラ ク リ クスギ ン ア

、ス

ラ

くヽ

ナ

年 7″ 4筋 4097グ 2 0 鉢 殊 本 本 本 208本 本 2o9本

6 84 1 35

2 4

2 5

】５

85
，
‘ 28 2

26 58 1 1

28 13う 109 1 1

28 124 132 7 6 5 18

29 25 2 4 4 28 1

30 1

32 15 15 18

38 4

34 12,2 108

35 1 45 45

186 19,6 3

37 10.3

38 2

10,7 1

115 14.5 9

12.5 1

42 11.6 12.2

43 107 117 ]

44 146 154 1

400 7

46 400 105 105

47 400 2 1 14

48 25ポ 期 料ヽ 200

49 44 4五 100

50 38 5.5来 * 250

8 88 100 2 4

来は子株樹高  来 来は子株根元径なおカッコ円は親株根元径  来 米,まは根元径

附表
-2 シ イタケ原木林の林況 (2

番 号 原木本歓率 総立木本 財
、 ％

用
数木
林
原

立
単 木 材 積 総 材

陥

1 89 珍 谷 3,900 不 0012 〃 52.80

1,175 800 0.040 4■0 0

8■1 06,700 6,600 0.032

2,900 2300 0.025 9280
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番  号 原木本数率 総立木本数
牝 用
絢数
木
本木

原
立

単 木 材 積 総材髪ぁ

5 100% 2,125 本 2 , 1 2 5 本 o025 〃 53.15〃

3,200 39067 0.020 64.00

4丹00 4o00 0016 7680

8 84 1 _ 1 1 1
938 o.098 10888

9 94 1,067 lpoo 117.37

1,200 733 0110 132.00

1 1 6 2 5,650 3掃 00 o008 42.20

2200 1,450 0051 112.20

4,100 2,300 0.116 47561

77 2,200 1,700 oo17 37.40

88 1,600 1、475 0.089 142_40

3,600 1300 0.017 61.ZU

76 2,533 1,933 0,029 7346

18 8 9 3,500 3,100 oo 18 63.00

100 2056 2p56 o.o27 55_51

20 1      100 3200 3,200 0082 262.40

100 8,000 8,000 0,009

100 5,225 5,200 0,005 2665

100 8,500 亀500 0.007 58.65

3800 3 , 1 0 0  1  0 . 0 1 2 3960

97 3,200 3,100 oo18 5760

9 5  1   2 , 1 0 0  1   2 , 0 0 0
0015 31.50

96  1   2,400 2,300 0064 15360

2800 1,800 0.075 210.00

2,800 0045 130.50

1、700 1,600 0.130 221_00

100 &300 8,300 0055 181.50

83 L800 1.500 o,098 176.40

100 1,900 1,900 0.053 00。70

100 ユ000 3,000 0045 135.00

35 100 4500 4,500 0032 14400

100 1,300 97 256.10

100 2.500 2500 0.053 13250

100 49 4,900 0023 11270

100 2●00 2,600 0045 11700

2,100 L500 o089 186.90

3●00 軌1 0080 28800

100 3,600 3,600 0064 2304

100 3,000 3,000 0059 177,00

44 1      100 2500  1   2500__1   0124
3100U

0

0
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番 号 原木 本数率 総乾木本数ィ侮
原 木  用
立木本数/11f

単 木 材 積 総材積/物

45 1,750 975 0048 8400

2,600 2,600 0023 5980

47 85 2325 1,975 0038 8835

48 1500 1,500

4,200 4,200 僅少のため略 左 とllllじ

3,500 3,500

4,400 3β 00 0015 6600
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